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(i)

序　文

東西冷戦の終焉という国際関係の劇的な変化や、グローバリゼーションの急速な進展は、途上国を

取り巻く環境を大きく変化させています。そうした中にあって、途上国の中には自助努力を通じて開

発に成功している国々もありますが、依然として深刻な貧困問題を抱える国々も未だに多く存在して

います。また、環境、ジェンダーなどの地球規模の課題やグッド・ガバナンスへの取り組みが、ます

ます求められるようになるなど、開発に対するニーズは依然として大きく、かつ、多様化してきてい

ます。こうした状況に対応するには、開発に携わるすべての関係者が、パートナーとして、積極的に

開発過程に参加していくことが重要であると改めて認識されるようになってきました。21世紀に向

けた新たな開発戦略は、このようなパートナーシップのもとに構想されるべきであると議論されるよ

うになってまいりました。

このような流れを受けて、1996 年 5 月に経済開発協力機構(OECD)の開発援助委員会(DAC)上

級会合において『21 世紀に向けて：開発協力を通じた貢献』(通称「DAC 新開発戦略」)が採択され

ました。DAC 新開発戦略は、21世紀に向けた開発戦略のヴィジョンを示すとともに、具体的な方策

をも示すものです。すべての人々の生活の質の向上を最優先課題として掲げ、貧困問題、社会開発、

環境問題を重視し、開発を進めるにあたり、さまざまな有効なアプローチを示しています。それは今

後のわが国援助の指針となりうる内容を提示するものであることから、国際協力事業団(JICA)では

本新戦略に照らした分野別の検討、国別の現状分析とわが国の援助のあり方の検討を行うことを目的

として、1996年 11月に「DAC 新開発戦略援助研究会」を設置しました。

本援助研究会において、DAC 新開発戦略で述べられているさまざまなアプローチや開発の目標を

実際の援助の文脈から捉え直すことは、わが国の援助をより効果的なものとするのに有効な手段とな

るでしょう。また、各途上国のオーナーシップ向上の支援や、限られた援助資源を最大限に活用する

ために援助機関の協調を進める上でも不可欠なものであると言えましょう。リーディング・ドナーと

して、わが国の本新戦略への取り組み方を世界に示していくことは大変意義深いことであり、今回こ

うした研究が行われたことは大変時宜を得たものであるといえます。

本援助研究会は、阿部義章早稲田大学大学院アジア太平洋センター客員教授（国際協力事業団客員

国際協力専門員）を座長として 10 名の委員の方々により構成され、その運営にあたっては各委員を

補佐するため、当事業団の国際協力専門員及び職員を中心とするタスクフォースを設けました。本報

告書は、計16回の研究会における議論、ジンバブエとガーナへの現地調査、新開発戦略に関わる種々

の国際会議への参加を通じて、その検討の成果を取りまとめたものです。

当事業団としては、この報告書に盛り込まれた貴重な提言を、今後の援助実施にあたって、重要な

資料として十分活用するとともに、本報告書を関係各機関に配布し、より広範な利用に供してゆく所

存です。

終わりに、本援助研究の実施及び報告書のとりまとめに当たって、大変なご尽力をいただきました

阿部座長を始めとする研究会メンバーの皆様に深く感謝申し上げます。また、貴重なご意見をお寄せ

下さった関係機関の方々にもあわせて御礼申し上げる次第です。

平成 10 年3 月　　

国際協力事業団　

総裁　藤田　公郎



(iii)

はじめに

この報告書は、1996年 11月に国際協力事業団の委嘱によって設置された DAC 新開発戦略援助研

究会における検討結果を わが国のDAC新開発戦略に沿った取り組みと今後の援助のあり方に関する

提言として取りまとめたものである。

東西の冷戦終結以降、開発援助を取り巻く環境の変化の中で、多様な援助ニーズへの対応が求めら

れるようになり、これまでの開発援助の教訓を踏まえつつ、21世紀に向けての長期的な開発戦略の

構築とグローバルなパートナーシップの確立を目指し、1996年 5月にOECD のDAC上級会合におい

て、『21 世紀に向けて：開発協力を通じた貢献』（通称「DAC 新開発戦略」）が採択された。

 わが国はこのDAC 新開発戦略を適用するにあたり、カンボディア、ペルー、エティオピア、ガー

ナ、タンザニア、ジンバブエの6ヵ国を他に先駆けて重点的に取り組んでおり、本研究会では、その

中でカンボディア、ガーナ、ジンバブエの 3ヵ国を取り上げ、DAC 新開発戦略を踏まえた わが国の

国別援助のあり方の検討を行った。また、こうした国別検討に資するため、貧困、教育、保健医療及

び環境の 4分野についても分野別の検討を行った。

本研究会は、座長のほかに大学および研究機関の研究者、海外経済協力基金職員、国際協力事業団

の職員および国際協力専門員による研究会委員、そしてタスクフォース・メンバーによって構成され

た。研究会は、外務省とJICA関係者および研究会事務局の臨席のもとに、16回にわたる会合を重ね

た。本報告書は、この会合での議論・検討を踏まえて、委員とタスクフォースが各自担当部分を執筆

したものである。

最後に、本報告書をまとめるにあたり、委員およびタスクフォース各位においては、多忙中にもか

かわらず原稿の執筆にご尽力頂いた。また、委員およびタスクフォースによる現地調査（ガーナ、ジ

ンバブエ）を1997年 8月に実施したが、在外公館およびJICA の現地事務所において、現地調査の準

備や貴重な情報と意見の提供など、広範な協力を頂いた。さらに、JICA 国際協力総合研修所の方々

には事務局として本研究会の運営を支えて頂いた。ここに感謝の意を表したい。

国　際　協　力　事　業　団

総裁　　藤田　　公郎　　殿

平成 10 年3 月

DAC 新開発戦略援助研究会

座長　阿部　　義章
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２．政治の動向

３．主要援助国及び国際機関の援助動向

４．ジンバブエにおける開発の方向性

５． 今後の開発課題－DAC新開発戦略が意味するもの

６．提言－わが国の対ジンバブエ援助のあり方

II．ガーナ

１．ガーナ社会経済の現状

２．主要セクターの現状

３．対ガーナ援助の動向

４．ガーナ開発の方向性と DAC 新開発戦略の位置づけ

５．ガーナにおける DAC 新開発戦略の課題

６．提言－わが国の対ガーナ援助のあり方

III．カンボディア

１．カンボディア社会経済の現状

２．開発計画と政府の取り組み

３．社会経済開発の主要課題

４．対カンボディア援助の動向

５．今後の開発の方向性と主要課題－ DAC 新開発戦略を踏まえて

６．提言－わが国の対カンボディア援助のあり方

第４巻　「国別情報」（46ヵ国）


